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本
書
は
、
A
・
1
・
チ
チ
ェ
ロ
フ
氏
が
一
九
六
五
年
に
ロ
シ
ア
語
で
発
表

し
た
『
イ
ギ
リ
ス
侵
略
前
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
』
（
》
」
画
6
竃
？

で
。
し
・
’
①
H
（
9
δ
峯
剛
器
Ω
8
の
冨
ω
じ
。
罵
器
箒
｛
碧
寓
琴
℃
①
』
窪
ヨ
慧
o
M
臼
㌶

ω
器
。
φ
じ
d
磐
頴
の
芦
℃
の
竃
①
自
。
国
↓
o
鷲
。
。
コ
諮
。
ご
×
く
一
－
×
く
一
頃
田
．
”
ヨ
。
Ω
6
P

お
O
㎝
）
の
U
o
猶
U
窪
。
ヨ
餌
巳
ω
に
よ
る
英
訳
で
あ
る
。

　
著
者
が
本
書
で
設
定
し
た
課
題
は
、
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
生
産
撃
力
を
破
壊
さ
れ
、
経
済
・
政
治
・
文
化
の

発
展
を
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
く
直
前
の
イ
ン
ド
社
会
の
発
展
段
階
、
と
り
わ
け

社
会
的
分
業
の
発
展
・
商
業
と
工
業
の
諸
形
態
の
研
究
で
あ
り
、
第
二
に
、

そ
れ
ら
が
中
世
末
期
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
発
展
の
影
響
を
う
け
て

い
る
か
ど
う
か
の
研
究
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
一
七
～
一
八
世
紀
の
イ
ン

ド
は
封
建
的
社
会
構
成
体
の
な
か
で
初
期
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ェ
ア
段
階
へ
と

向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
、
そ
し
て
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
資
本
と
い
う
よ

り
は
イ
ン
ド
や
他
の
ア
ジ
ア
諸
國
資
本
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
生
じ
て
き
た

も
の
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
。
著
者
は
そ
の
結
論
づ
け
を
、
多
く
の
典
拠

を
示
し
て
、
地
域
的
差
異
を
考
慮
し
つ
つ
実
証
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
当
該
時
代
の
商
工
業
の
発
展
段
階
に
関
す
る
わ
が
国
で
の
研
究
は
、
ま
だ

極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
本
書
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
意
義
あ
る
こ

と
と
考
え
る
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
内
で
、
実
証
的
か
つ
多
面
的
な
本
書
の

内
容
を
十
分
に
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
主
に
論

旨
の
整
理
さ
れ
た
「
結
論
」
部
分
に
依
拠
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
各
章
の
内

容
で
も
っ
て
補
足
す
る
と
い
う
形
で
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
二
、
三
の
疑
問

点
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
す
で
に
本
書
の
簡
要
な
紹
介
と
書
評
が
、
近
藤

治
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
（
「
イ
ン
ド
資
本
主
義
形
成
の
特
質
」
、
中
村

平
治
編
『
現
代
イ
ン
ド
史
の
展
望
』
所
収
）
。

　
は
じ
め
に
、
本
書
の
章
別
構
成
を
記
し
て
お
こ
う
。

　
序
説

登第第第
四三二一
章章章章

村
落
共
同
体
の
手
工
業
1
1
経
済
構
造
の
伝
統
的
諸
形
態

手
工
業
に
お
け
る
小
商
品
生
産

内
外
貿
易
。
都
市
の
発
達
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
的
進
出

商
人
資
本
に
よ
る
手
工
業
の
従
属
化
。
手
工
業
に
お
け
る
協
業

と
資
本
主
義
的
証
関
係
の
発
展

　
結
論

　
〈
序
説
〉
で
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
本
書
の
課
題
設
定
を
行
っ
た
あ
と
、

当
蒔
の
社
会
の
土
地
制
度
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
お
よ
び
政
治
的
側
面
は
、
商

工
業
を
取
扱
う
本
書
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
、
最
少
限
必
要
な
限
り
触
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れ
る
に
止
め
る
と
こ
と
わ
っ
て
お
り
、
又
、
南
北
イ
ン
ド
の
比
較
に
牧
畜
し

つ
つ
イ
ン
ド
全
域
を
対
象
と
し
、
一
六
世
紀
後
半
～
一
八
世
紀
後
半
を
申
心

に
考
察
範
囲
を
限
定
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　
〈
第
一
章
〉
　
エ
ハ
～
一
八
世
紀
の
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
諸
国
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
発
展
段
階
の
社
会
構
造
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
ソ
連
邦
で
の
諸
研
究

に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
特
有
の
農
工
結
合
に
基
づ
く
村
落
共
同
体
は
す
で
に
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ル
デ
イ
ソ
グ

世
に
多
く
の
地
域
で
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
共
同
体
的
土
地
保
有
権

と
私
的
土
地
保
有
権
と
の
複
雑
な
組
合
せ
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
の
共
同
体

の
人
的
構
成
は
正
成
員
と
そ
れ
以
外
と
か
ら
な
り
、
正
成
員
は
、
枇
襲
の
土

地
を
耕
作
し
、
貢
租
を
納
入
す
る
限
り
そ
の
土
地
か
ら
追
立
て
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
共
同
体
的
土
地
保
有
権
の
課
す
る
制
限
内
で
あ
る
限
り
、
そ
の
土

地
を
売
却
で
き
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
他
村
か
ら
の
入
作
農
民
や
村
落
職
人
や

奉
仕
入
た
ち
を
搾
取
し
て
い
た
。
こ
の
伝
統
的
な
自
給
自
足
的
な
共
同
体
に

お
け
る
手
工
業
の
形
態
に
は
、
農
民
家
族
に
よ
る
自
家
消
費
の
た
め
の
家
内

工
業
と
、
共
周
体
の
世
襲
の
専
門
職
入
に
よ
る
手
工
業
と
が
あ
っ
た
。
前
者

で
は
紡
織
・
絞
油
・
製
糖
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
、
一
九
世
紀
初
め
に
お
い
て

も
多
く
の
地
域
で
存
続
し
て
い
た
。
後
者
に
は
金
銀
細
工
師
・
鍛
冶
工
・
大

工
・
石
工
・
陶
工
・
洗
濯
人
・
床
屋
・
皮
革
工
な
ど
が
含
ま
れ
、
彼
ら
は
は

じ
め
村
抱
え
制
で
維
持
さ
れ
、
伝
統
的
に
定
め
ら
れ
た
童
の
穀
物
あ
る
い
は

（
半
）
免
税
地
の
支
給
が
共
同
体
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
六
～

一
八
世
紀
を
通
し
て
の
商
晶
1
1
貨
幣
関
係
の
発
展
と
封
建
的
支
配
層
に
よ
る

搾
取
の
強
化
は
、
共
同
体
の
正
成
員
聞
の
階
層
分
化
、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
多

　
　
　
　
　
テ
ナ
　
ン
ト

数
の
封
建
的
小
作
入
化
、
上
層
部
分
の
封
建
的
支
配
者
へ
の
上
昇
転
化
を
ひ

き
お
こ
し
、
共
同
体
を
漸
次
崩
壊
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
国
家
的
封
建

的
土
地
所
有
に
か
わ
っ
て
私
的
封
建
的
土
地
所
有
が
広
範
な
も
の
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。
共
同
体
の
正
成
員
問
の
こ
の
よ
う
な
階
層
分
化
は
、
職
人
た
ち

の
村
抱
え
制
を
困
難
な
ら
し
め
、
職
人
た
ち
は
、
特
定
の
農
民
家
族
と
直
接

的
奉
仕
関
係
に
は
い
り
、
奉
仕
の
量
の
多
寡
に
応
じ
て
報
酬
を
現
物
（
後
に

は
胆
只
幣
）
で
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
封
建
社
会
に
典
型

的
な
顧
客
（
消
費
者
）
に
対
す
る
注
文
生
産
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
次
第

に
農
民
と
職
人
と
の
間
の
商
品
関
係
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
村

抱
え
制
度
と
現
物
報
酬
制
度
は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
、
お
そ
ら
く

べ
ソ
ガ
ル
と
マ
ラ
バ
ー
ル
を
除
い
て
は
、
ま
だ
大
変
広
範
に
存
続
し
て
い
た
。

長
い
戦
争
や
重
税
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
か
え

っ
て
い
び
つ
に
圃
定
化
し
た
。

　
〈
第
二
章
〉
　
商
品
関
係
の
発
展
の
も
と
で
、
さ
き
に
み
た
二
形
態
の
手

工
業
が
市
場
む
け
の
製
品
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
農
民
的
小
営

業
と
専
門
職
人
に
よ
る
小
営
業
と
い
う
、
手
工
業
に
お
け
る
小
商
品
生
産
の

ご
形
態
が
発
生
し
た
。
農
民
的
小
営
業
は
、
し
ば
し
ば
商
業
的
農
業
と
結
合

し
た
。
こ
の
形
態
で
の
綿
紡
織
・
養
蚕
・
製
糸
・
硝
石
生
産
・
天
然
染
料
生

産
・
製
糖
・
絞
油
・
鉄
鉱
石
の
採
掘
・
精
錬
業
な
ど
が
、
一
六
～
一
七
世
紀

以
来
み
ら
れ
、
一
八
世
紀
末
に
は
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た
。
綿
糸
生
産
に
は

自
家
生
産
の
原
綿
を
使
用
す
る
段
階
と
、
市
場
で
購
入
し
た
原
綿
に
依
拠
す

る
段
階
と
が
あ
り
、
製
糸
業
で
は
、
桑
栽
培
・
養
蚕
・
製
糸
過
程
が
そ
れ
ぞ

れ
次
第
に
専
業
化
し
て
い
っ
た
。
次
に
、
都
市
や
農
村
の
専
門
職
人
に
よ
る

小
営
業
も
前
者
に
劣
ら
ず
多
様
な
部
門
で
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
紡
糸
工

は
大
部
分
が
原
料
入
手
の
容
易
な
農
村
地
帯
に
居
住
し
、
一
七
～
一
八
世
紀

に
は
需
要
の
増
大
に
伴
な
っ
て
、
そ
の
従
業
人
口
は
バ
ラ
モ
ン
女
性
を
含
む

さ
ま
ざ
ま
な
カ
…
ス
ト
の
出
身
者
を
吸
収
し
て
増
加
し
て
い
っ
た
。
製
糸
業

は
、
グ
ジ
ャ
ラ
…
ト
、
ペ
ソ
ガ
ル
や
ビ
ハ
ー
ル
な
ど
で
発
展
し
、
一
九
世
紀
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評書

初
頭
（
衰
退
期
）
の
バ
ガ
ル
プ
ー
ル
地
区
（
ビ
ハ
ー
ル
）
で
も
総
人
口
二
百

万
人
強
の
う
ち
一
六
万
九
千
人
を
占
め
た
。
綿
織
工
は
一
六
世
紀
頃
か
ら
次

第
に
都
市
や
そ
の
近
郊
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
た
と
え
ば
一
七
世
紀
中

葉
の
べ
ナ
レ
ス
市
周
辺
に
は
七
千
人
の
織
工
が
い
た
。
彼
ら
は
道
具
・
食
料

の
み
な
ら
ず
、
原
料
を
も
市
場
で
購
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
専
門
職
人
た
ち
も

多
く
は
農
業
に
も
従
事
し
、
そ
の
た
め
何
ら
か
の
形
で
土
地
に
緊
縛
さ
れ
て

い
た
。
南
イ
ン
ド
の
カ
イ
コ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
織
工
た
ち
は
、
多
く
分
与
地

を
持
ち
、
そ
の
富
裕
な
者
は
積
極
的
に
土
地
を
購
入
し
た
が
、
一
九
世
紀
初

頭
の
ベ
ン
ガ
ル
の
織
工
た
ち
は
通
常
自
ら
の
土
地
を
耕
作
せ
ず
、
分
益
小
作

に
出
す
か
、
時
に
は
雇
農
を
雇
う
か
し
て
い
た
（
マ
イ
ソ
ー
ル
で
も
雇
農
を

使
用
）
。
以
上
の
二
形
態
の
小
営
業
者
は
、
イ
ン
ド
の
農
村
や
都
市
、
と
り

わ
け
後
者
の
人
口
の
一
大
部
分
を
占
め
、
当
該
時
期
の
イ
ン
ド
の
諸
国
の
経

済
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。
当
時
に
お
け
る
手
エ
業
生
産
の
増
大
は
、

単
に
職
人
数
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
分
業
の
発
展
や
道
具
類
の
進
歩

を
も
伴
な
っ
て
い
た
。

　
〈
第
三
童
・
〉
　
一
六
～
一
八
世
紀
は
、
農
村
地
域
を
含
む
国
内
貿
易
や
、

そ
れ
を
上
ま
わ
る
外
国
貿
易
の
発
展
を
み
た
時
期
で
あ
っ
た
。
農
民
経
済
に

お
け
る
商
昂
生
産
の
発
展
は
、
主
と
し
て
貢
租
の
現
金
納
化
に
よ
っ
て
促
進

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
世
紀
末
の
ビ
ハ
ー
ル
、
ベ
ン
ガ
ル
や
マ
イ
ソ
ー
ル

で
は
農
民
が
市
場
で
粗
布
を
購
入
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
程
で
あ
っ
た
。

多
数
の
新
し
い
都
市
（
ヨ
ー
p
ッ
パ
人
の
交
易
活
動
に
負
う
も
の
も
含
め

て
）
が
発
生
・
発
展
し
、
商
工
業
活
動
の
中
心
地
と
な
り
、
広
範
な
農
村
地

域
と
広
く
交
易
関
係
を
確
立
し
た
。
た
だ
し
、
都
布
か
ら
農
村
地
域
へ
の
商

品
一
己
に
布
類
や
農
具
類
…
の
流
通
は
、
そ
の
逆
の
物
資
の
流
通
よ
り
も
少

な
か
っ
た
。
各
地
方
市
場
の
抱
摂
す
る
範
囲
は
、
大
体
亜
大
陸
の
一
な
い
し

二
の
主
要
な
民
族
の
居
住
地
域
と
一
致
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
地
方

市
場
の
形
成
速
度
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ソ
、
オ
リ
ッ
サ
や

マ
ハ
…
ラ
シ
ュ
ト
ラ
で
は
、
ベ
ン
ガ
ル
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
、
ゴ
…
ル
コ
ソ
ダ

あ
る
い
は
マ
イ
ソ
ー
ル
な
ど
よ
り
ず
っ
と
遅
れ
て
い
た
。
交
易
の
漸
次
的
拡

大
と
地
域
的
分
業
の
一
定
程
度
の
発
生
が
、
全
国
市
場
形
成
の
た
め
の
い
く

つ
か
の
重
要
な
前
提
を
つ
く
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
諸
貿
易
会
社
の
投

資
そ
の
他
の
行
為
が
、
手
工
業
製
品
の
た
め
の
市
場
拡
大
に
か
な
り
寄
与
し

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
暴
力
と
略
奪
で
グ
ジ
ャ
ラ

ー
ト
と
マ
ラ
バ
ー
ル
で
の
貿
易
活
動
に
手
痛
い
打
撃
を
与
え
た
が
、
ベ
ン
ガ

ル
や
ゴ
ー
ル
コ
ソ
ダ
で
の
貿
易
を
発
展
さ
せ
た
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
や
イ
ギ
リ

ス
人
の
貿
易
も
同
地
域
で
の
織
布
業
の
発
展
に
刺
激
を
与
え
た
。
し
か
し
、

イ
ン
ド
の
内
外
帯
場
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
至
る
ま
で
は
、
ま
だ
圧
倒
的
に

イ
ン
ド
人
や
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
商
人
た
ち
が
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

こ
の
時
期
の
イ
ン
ド
の
外
国
貿
易
の
発
展
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
役
割
を
担

っ
た
の
は
彼
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
封
建
的
支
配
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の

下
で
も
多
く
の
都
市
が
発
展
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
地
方
経
済
の
有
機
的
な
部

分
を
構
成
せ
ず
、
単
な
る
軍
屯
地
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
に
は
、
支
配
者
が
そ

の
都
市
を
放
棄
し
た
後
に
衰
退
し
た
。
す
で
に
少
し
触
れ
た
が
、
都
市
人
口

の
過
半
数
は
商
人
、
職
人
、
雇
用
労
働
者
が
占
め
、
農
業
に
従
事
す
る
者
も

か
な
り
い
た
。
た
と
え
ば
、
T
・
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
れ
ば
｝
八
世
紀
末
～
一

九
世
紀
初
頭
頃
の
南
マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
の
ベ
ル
ガ
ゥ
ム
町
の
総
人
口
約
七
、

六
〇
〇
人
（
一
、
三
〇
九
家
族
）
の
二
一
％
が
不
労
所
得
者
、
＝
二
％
が
商

人
・
高
利
貸
、
二
七
％
（
二
、
一
〇
〇
人
）
が
専
門
職
入
（
そ
の
う
ち
半
数

以
上
が
織
工
）
、
二
六
％
が
農
民
、
　
＝
一
％
が
雇
農
で
あ
っ
た
と
い
う
（
な

お
、
深
沢
宏
量
『
イ
ン
ド
社
会
経
済
史
研
究
』
五
二
九
百
ハ
に
は
、
一
九
世
紀
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中
葉
の
同
町
の
人
口
三
万
人
ほ
ど
の
う
ち
約
四
〇
〇
～
五
〇
〇
名
が
織
工
で

あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
載
っ
て
い
る
）
。
都
市
職
人
に
は
自
ら
の
生
産
手
段

を
所
有
す
る
層
と
雇
用
労
働
者
層
の
二
階
層
が
あ
り
、
前
者
の
人
口
は
後
者

よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
商
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
み
な
ら
ず
、

個
々
の
大
商
人
も
遠
隔
地
に
代
理
店
を
持
ち
、
経
済
発
展
に
大
き
な
寄
与
を

し
、
ま
た
莫
大
な
資
本
の
蓄
積
を
行
っ
た
。

　
〈
第
四
章
〉
　
手
工
業
に
お
け
る
封
建
的
な
労
働
編
成
の
形
態
と
し
て
、

家
族
内
分
業
に
基
づ
く
小
経
営
（
一
、
二
章
で
み
た
も
の
）
、
数
人
の
徒
弟

を
使
用
し
た
同
職
組
合
親
方
的
な
経
営
（
織
工
、
鍛
冶
工
な
ど
）
、
ア
ル
テ

リ
的
協
業
（
一
八
世
紀
末
の
史
料
に
み
ら
れ
る
マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
、
マ
イ

ソ
ー
ル
や
ペ
ソ
ガ
ル
等
で
の
製
鉄
業
や
製
糖
業
）
、
し
ば
し
ぼ
前
貸
金
を
も

伴
な
う
と
こ
ろ
の
、
買
占
め
商
人
に
よ
る
手
工
業
者
の
隷
属
化
、
さ
ら
に
封

建
釣
支
配
者
た
ち
の
作
業
場
（
カ
ー
ル
・
ハ
ー
ナ
）
で
の
協
業
な
ど
が
、
当

時
一
般
的
に
み
ら
れ
た
こ
と
は
豊
蜜
な
史
料
が
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
ら
相
互
間
の
地
域
的
偏
在
度
や
量
的
関
係
の
特
徴
を
示
す
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
当
該
聴
代
に
お
け
る
社
会
的
分
業
の
発
展
、
内
外
市
場
の
発
展

な
ど
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
的
諸
山
係
の
蔚
芽
が
発
生
し
た
。
瞬
断
的
に
は

資
本
主
義
的
家
内
工
業
を
発
生
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
、
職
人
へ
の
現
金
前
貸
制

度
は
、
手
工
業
の
か
な
り
広
範
な
部
門
を
抱
摂
し
た
。
イ
ン
ド
各
地
の
織
工

や
、
ベ
ン
ガ
ル
、
ビ
ハ
ー
ル
に
お
け
る
硝
石
生
産
者
な
ど
の
問
に
そ
れ
が
み

ら
れ
た
。
道
具
は
所
有
し
て
い
る
も
の
の
原
料
や
生
活
手
段
を
、
商
人
か
ら

与
え
ら
れ
た
前
貸
金
に
よ
っ
て
購
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
雍
実
上
の
賃

金
労
働
者
も
発
生
し
た
。
次
に
原
料
前
貸
の
問
屋
制
度
は
、
一
七
世
紀
以
来

の
コ
ロ
マ
ソ
デ
ル
に
お
け
る
捺
染
工
や
晒
工
、
一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
初

頭
の
ビ
ハ
ー
ル
で
の
染
色
工
・
製
靴
工
・
絞
油
工
、
マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
や

カ
シ
ミ
ー
ル
で
の
絹
織
工
に
対
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
コ
ロ
マ

ン
デ
ル
の
捺
染
業
に
お
い
て
は
、
闘
屋
制
家
内
工
業
に
分
業
が
導
入
さ
れ
た

と
こ
ろ
の
分
散
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
端
緒
形
態
も
み
ら
れ
た
。
資
本
主

義
的
単
純
協
業
は
、
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
、
オ
リ
ッ
サ
、
マ
イ
ソ
ー
ル
、
ベ
ン
ガ

ル
、
ビ
ハ
ー
ル
や
マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
な
ど
に
お
け
る
綿
織
業
、
一
八
世
紀

末
の
カ
シ
ミ
ー
ル
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ル
専
業
、
他
に
捺
染
・
硝
石
生
産
・
製

鉄
業
や
建
設
業
で
広
範
に
み
ら
れ
た
。
資
本
主
義
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

も
、
い
く
つ
か
の
手
工
業
部
門
に
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ン
ガ
ル
、
オ

リ
ッ
サ
、
ゴ
ー
ル
コ
ン
ダ
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
で
は
商
人
が
造
船
所
を
経
営
し
、

数
十
名
も
の
賃
金
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
し
、
一
八
世
紀
の
マ
イ
ソ
ー
ル

や
ビ
ハ
ー
ル
で
は
製
鉄
所
で
五
〇
名
も
の
賃
金
労
働
者
を
雇
用
し
、
一
八
世

紀
後
半
の
べ
ソ
ガ
ル
や
、
一
八
世
紀
は
じ
め
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
や
そ
れ
に
ベ

ナ
レ
ス
で
は
、
製
糸
場
で
桑
名
に
も
及
ぶ
労
働
者
を
雇
用
し
、
カ
シ
ミ
ー
ル

や
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ル
織
業
で
は
爆
睡
名
も
の
賃
金
労
働
者

を
雇
用
し
て
い
た
。
ゴ
ー
ル
コ
ン
ダ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
採
掘
業
や
一
八
世
末

～
一
九
世
紀
は
じ
め
の
べ
ソ
ガ
ル
、
マ
イ
ソ
ー
ル
、
マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
に

お
け
る
製
糖
業
、
マ
イ
ソ
ー
ル
、
ビ
ハ
ー
ル
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
に
お
け
る

藍
製
造
業
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
世
紀
の
岬
、
ハ
…
ラ

シ
ュ
ト
ラ
や
マ
イ
ソ
ー
ル
で
は
商
人
や
富
農
に
よ
り
、
借
地
で
二
重
を
薩
っ

て
砂
糖
き
び
や
綿
花
を
栽
培
す
る
資
本
主
義
的
農
業
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
も
、
ま
だ
封
建
的
統
制
や
、
労
働
力
の
自
由
な
雇
用

の
未
成
熟
、
親
方
と
労
働
巻
と
の
間
の
地
位
の
区
別
の
欠
如
な
ど
に
従
前
の

生
産
様
式
の
特
徴
を
残
し
て
い
た
。
　
一
八
膜
質
に
は
資
本
主
義
的
生
産
関
係

は
散
発
的
に
一
部
の
工
業
部
門
、
一
部
の
地
域
に
発
生
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
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評書

一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
初
め
に
は
、
そ
れ
は
よ
り
多
く
の
経
済
的
先
進
地

帯
に
広
ま
っ
た
。
か
く
し
て
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
紹
介
を
終
え
る
前
に
今
ま
で
触
れ
な
い
で
き
た
商
工
業
者
と

封
建
的
支
配
層
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
こ
う
（
一
・
二
・
三
章

と
結
論
を
参
照
）
。

　
漸
落
共
同
体
の
職
人
や
小
商
品
生
産
者
た
る
専
門
職
人
た
ち
の
カ
ー
ス
ト

組
織
や
、
商
人
た
ち
の
諸
コ
、
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ギ
ル

ド
同
様
、
封
建
的
搾
取
の
た
め
の
手
段
i
納
税
連
帯
責
任
を
負
わ
せ
る
な

ど
一
と
し
て
の
側
面
と
封
建
的
支
配
層
（
あ
る
い
は
小
商
品
生
産
者
に
対

す
る
商
人
・
高
利
貸
資
本
家
た
ち
）
の
側
か
ら
す
る
過
度
の
搾
取
に
抵
抗
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
側
面
の
両
面
を
有
し
て
い
た
。
彼
ら
の
抵
抗
の
形

態
と
し
て
、
逃
散
・
同
盟
罷
業
・
罷
申
・
武
装
蜂
起
な
ど
が
と
ら
れ
た
。
彼

ら
の
激
し
い
反
封
建
思
想
は
、
妾
該
時
代
に
お
い
て
、
バ
ク
テ
ィ
教
義
、
初

期
の
シ
ク
教
教
義
な
ど
に
表
明
さ
れ
て
お
り
、
　
ま
た
、
　
た
と
え
ば
、
　
シ
ャ

ー
・
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の
著
書
な
ど
に
は
、
ま
だ
初
歩
的
な
形
で
は
あ
る
が

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
主
張
も
現
わ
れ
は
じ
め
た
。
商
人
と
封
建
的
支
配
者
と
の
関

係
は
以
上
に
尽
き
ず
、
よ
り
複
雑
で
、
商
人
の
徴
税
業
務
の
講
負
い
、
戦
争

資
金
の
貸
与
や
、
土
地
等
の
購
入
に
よ
る
封
建
的
支
配
者
へ
の
転
化
な
ど
が

み
ら
れ
、
他
方
、
封
建
的
支
配
者
の
内
外
貿
易
へ
の
参
加
、
特
定
農
鉱
産

物
の
国
家
に
よ
る
生
産
と
売
買
の
独
占
、
鋳
貨
権
等
を
め
ぐ
る
対
立
な
ど
も

あ
っ
た
。
　
一
六
世
紀
初
頭
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
国
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
デ
ー

ヴ
ァ
ラ
ー
や
王
や
ム
ガ
ル
帝
国
の
ア
ク
バ
ル
豊
野
ら
は
、
商
業
を
保
護
し
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
封
建
階
級
全
体
の
地
位
を
強
化
し
よ
う
と
努
め

た
。
特
に
ア
ク
バ
ル
と
そ
の
宰
相
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
の
思
想
と
行
動
は
、

一
六
世
紀
後
半
～
一
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
醤
建
社
会
の
最
も
進

歩
的
な
潮
流
を
示
し
て
い
た
。
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け

て
の
封
建
反
動
は
、
資
本
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
発
展
を
阻
止
し
よ
う
と
は

か
り
、
時
に
は
そ
れ
に
成
功
し
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
主
義
者
は
、

本
源
的
蓄
積
過
程
の
第
一
歩
を
歩
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
過
ぎ
な
い
イ
ン
ド
の

商
業
麗
産
業
資
本
家
た
ち
を
外
国
市
場
か
ら
切
断
し
、
自
ら
に
従
属
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
の
政
治
的
経
済
的
発
展
を
圏
難
に
さ
せ
、
か
れ
ら

の
多
く
を
破
滅
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
買
弁
資
本
家
あ
る
い
は
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク

チ
ュ
ア
経
営
者
の
形
で
生
き
残
っ
た
者
た
ち
が
一
九
世
紀
イ
ン
ド
の
民
族
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
先
駆
者
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
不
十
分
な
内
容
紹
介
で
は
、
実
証
的
な
本
書
の
意
図
を
伝
え
得
な

い
も
ど
か
し
さ
が
残
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
植
民
地
に
転

化
す
る
直
前
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
小
商
品
生
産
工
業
、
問
屋
制
家
内
工
業
、

資
本
主
義
的
単
純
協
業
、
資
本
主
義
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
諸
形
態
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
地
域
差
を
考
慮
に
い
れ
つ
つ
、
と
も
か
く
全
イ
ン

ド
を
対
象
に
検
証
し
た
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
史
を
発
展
の

な
い
絶
対
的
に
停
滞
的
な
も
の
と
み
る
史
観
に
対
す
る
一
つ
の
有
効
な
反
証

を
提
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
同
時
に
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
の
い
く
つ
か
も
、
研
究
の
い
ま
だ

不
十
分
な
現
段
階
で
本
書
が
あ
え
て
全
イ
ン
ド
を
対
象
に
と
り
あ
げ
た
こ
と

か
ら
必
然
的
に
生
起
す
る
と
も
い
え
る
弱
点
、
不
十
分
性
に
む
け
ら
れ
よ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
本
書
が
ま
ず
伝
統
的
な
村
落
共
同
体
の
崩
壊
過
程
を
ご
く
一

般
的
に
理
論
的
に
提
示
し
た
後
、
お
の
お
の
違
っ
た
発
展
段
階
に
あ
る
工
業

の
諸
形
態
が
、
当
該
段
階
の
イ
ン
ド
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
地
域
差
を
考

慮
し
つ
つ
示
す
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
各
地
域
に
お
け
る
醤
建
社
会
（
と

著
者
は
み
て
い
る
）
の
特
質
を
分
析
し
、
そ
の
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
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の
工
業
の
諸
形
態
の
発
生
を
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
基
礎
に
各
地
方
の
特
質
を

比
較
す
る
、
と
い
う
方
法
が
今
後
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
そ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
村
落
共
同
体
の
崩
壊
に
つ
い

て
の
理
論
が
、
十
分
説
得
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
ず
第
㎜
に
、
従

来
と
も
す
る
と
ア
ジ
ア
的
専
制
主
義
の
基
礎
と
さ
れ
た
「
伝
統
的
な
自
給
自

足
的
な
村
落
共
同
体
」
が
、
何
故
、
封
建
制
の
基
礎
と
さ
れ
る
の
か
不
明
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
著
者
は
、
共
同
体
の
正
成
員
の
外
に
、
入
作
農
民
な
ど
の

存
在
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
十
分
な
説
明
が
な
い
し
、

全
農
が
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

共
同
体
が
「
中
世
」
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
（
㎜
六
頁
）
と
す
る
が
、

そ
の
よ
う
な
共
同
体
は
い
つ
頃
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
著

者
は
＝
ハ
～
一
八
世
紀
に
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体
は
崩
壊
過
程
に
あ
っ
た
と

す
る
の
で
あ
る
が
、
共
同
体
正
成
員
層
の
分
解
の
結
果
析
出
さ
れ
て
く
る
の

は
、
上
層
の
封
建
的
支
配
者
へ
の
上
昇
転
化
、
他
の
層
の
魚
船
的
小
作
人
へ

の
転
化
で
あ
っ
て
、
農
民
層
分
解
の
出
発
点
た
る
べ
き
自
由
な
自
営
農
民
は

ど
こ
に
も
見
出
せ
な
い
し
、
ま
し
て
や
、
彼
ら
の
分
解
に
よ
っ
て
生
ず
る
と

こ
ろ
の
二
重
の
意
味
で
の
自
由
な
労
働
者
も
見
出
せ
な
い
の
に
、
資
本
主
義

的
な
諸
関
係
が
存
在
す
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
封

建
的
な
支
配
従
属
関
係
を
新
た
な
形
で
再
生
産
す
る
共
同
体
農
民
層
の
分
解

と
資
本
主
義
を
発
生
さ
せ
る
農
民
層
分
解
と
の
段
階
的
差
異
が
不
明
確
で
あ

り
、
歴
史
的
に
は
前
者
か
ら
な
し
く
ず
し
的
に
資
本
主
義
が
発
生
し
た
か
の

よ
う
な
印
象
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
伝
統
的
な
共

同
体
を
基
礎
と
す
る
段
階
の
封
建
制
と
そ
の
崩
壊
段
階
の
封
建
制
と
の
特
質

の
差
異
の
分
析
が
な
く
、
封
建
制
は
き
わ
め
て
抽
象
的
な
も
の
と
し
て
し
か

把
え
ら
れ
て
い
な
い
。
国
家
的
封
建
的
土
地
所
有
と
私
的
封
建
的
土
地
所
有

に
つ
い
て
も
本
書
で
は
殆
ん
ど
説
明
が
な
い
が
、
彼
は
「
一
六
～
一
八
世
紀

に
は
、
国
家
的
土
地
所
有
と
い
う
『
上
層
物
』
の
座
板
の
も
と
で
、
私
的
封

建
的
所
有
が
す
で
に
長
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
た
」
　
（
福
富
正
美
編
訳

嬬、

A
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
復
活
』
三
五
五
頁
）
と
把
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
と
も
か
く
私
的
封
建
的
土
地
所
有
が
拡
張
し
つ
つ
あ
っ
た
と
み

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
（
二
三
〇
頁
）
、
そ
の
こ
と
と
資
本
主
義
的
諸
関
係

の
発
展
と
の
対
応
関
係
の
分
析
も
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点

は
、
著
者
が
冒
頭
に
こ
と
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
説

開
が
な
い
と
、
資
本
主
義
的
な
諸
関
係
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ら

が
歴
史
的
規
定
性
の
薄
い
も
の
に
な
り
、
何
か
特
殊
的
な
も
の
、
例
外
的
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
や
や
具
体
的
に
な
る
が
、
著
者
は
共
同
体
の
職
人
の
村
抱
え
制
か

ら
個
別
農
家
に
よ
る
出
来
高
払
い
制
（
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ジ
マ
ー
ニ
ー
制
度
も

こ
れ
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
）
、
さ
ら
に
そ
こ
に
お
け
る
現
物
報
酬
か
ら

現
金
報
酬
へ
の
発
展
を
推
定
し
て
お
り
、
理
論
的
に
は
肯
首
で
き
る
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
本
書
に
は
そ
の
十
分
な
実
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
で
に

内
容
紹
介
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
マ
ラ
バ
ー
ル
と
ベ
ン
ガ
ル
で
は
現

金
報
酬
な
い
し
、
共
同
体
の
職
人
の
小
商
品
生
産
者
化
が
最
も
進
ん
だ
と
こ

ろ
と
さ
れ
て
お
り
、
両
地
方
の
外
国
貿
易
に
占
め
る
位
置
等
か
ら
考
え
て
、

一
応
肯
定
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
ペ
ソ
ガ
ル
に
関
し
て
は
共
同
体
の
職
人
に

つ
い
て
の
史
料
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
マ
ラ
バ
…
ル
に
関

し
て
は
バ
ル
ポ
ザ
∪
．
じ
d
舘
げ
。
。
・
p
に
拠
っ
た
と
し
て
鍛
冶
屋
・
大
葬
・
金

銀
細
工
師
な
ど
の
職
人
が
一
六
世
紀
は
じ
め
に
す
で
に
農
民
か
ら
報
酬
を
現

金
で
も
ら
っ
て
い
た
と
す
る
（
四
一
、
七
三
頁
）
が
、
パ
ル
ポ
ザ
の
当
該
ペ

ー
ジ
に
は
王
・
パ
ラ
モ
ソ
や
ナ
ヤ
ー
ル
の
た
め
に
働
く
洗
濯
人
カ
ー
ス
ト
が
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評書

現
金
報
酬
を
う
け
た
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
鍛
冶
屋
・
大
工
等
に
つ

い
て
述
べ
た
ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
の
で
あ
り
、
再
検
討

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
次
に
聞
屋
制
や
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
を
述
べ
よ

う
。
ま
ず
、
造
船
業
や
建
築
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
お
け
る
分
業
が

固
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
技
術
過
程
だ
け
か

ら
い
え
ぱ
造
船
業
な
ど
は
、
本
来
的
に
分
業
に
も
と
つ
く
協
業
と
い
う
形
態

を
取
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
が
、
生
産
関
係
の
面
に
お
い
て
資
本
主
義
的
で

あ
る
か
ど
う
か
の
分
析
が
不
十
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
海
上
貿
易
の
盛
ん

で
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
海
港
で
、
直
接
航
海
に
関
係
あ
る
造
船
業
で
資
本
主
義

的
な
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
早
期
に
お
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
（
む

し
ろ
考
察
の
範
囲
を
一
六
世
紀
ま
で
に
限
定
し
な
い
で
、
も
っ
と
さ
か
の
ぼ

ら
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
が
、
そ
の
存
在
で
も
っ
て
直
ち
に
社
会
全
体
が
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
時
代
へ
向
か
う
と
い
う
保
証
は
な
く
、
そ
う
い
う
点
か

ら
い
っ
て
問
題
に
な
る
の
は
や
は
り
、
綿
紡
野
業
や
製
糸
・
網
織
業
で
あ
ろ

う
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
紡
糸
業
は
専
ら
農
民
的
小
営
業
又
は
専
門
職
人
の

小
営
業
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
綿
織
業
で
は
現
金
前
貸
制
度

（
や
小
親
方
制
度
）
あ
る
い
は
資
本
主
義
的
単
純
協
業
が
梢
当
早
く
か
ら
地

域
に
よ
っ
て
は
か
な
り
広
範
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
と
は
っ
き
り
言
る
え
も
の
の
例
証
は
な
い
。
し
か
し
、
深
沢
宏
氏
は
一

九
世
紀
中
葉
の
南
マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
に
お
い
て
、
二
五
台
か
ら
三
〇
台
の

織
機
を
所
有
す
る
親
方
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
　
（
『
イ
ン
ド
社
会

経
済
史
研
究
』
五
三
〇
頁
）
。
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
分
業
を
と
り
入
れ
た
も
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら

れ
、
今
後
、
よ
り
早
い
時
期
に
、
ま
た
他
地
域
で
も
存
在
が
確
認
で
き
る
か

み
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
著
者
は
、
綿
織
業
に
お
い
て
原
料
前
貸

の
問
屋
制
度
が
広
範
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
な
い
と
い
う
興

味
深
い
事
実
を
指
摘
し
て
、
そ
の
理
由
を
農
村
地
域
で
は
原
綿
の
入
手
が
容

易
で
あ
り
、
綿
糸
も
容
易
に
入
手
で
き
た
し
、
手
織
の
た
め
濡
々
の
織
エ
の

使
用
す
る
綿
糸
量
が
極
少
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
一
八
一
頁
）
。
技

術
的
限
界
性
、
消
費
量
の
少
な
さ
が
原
料
前
貸
制
の
発
展
を
制
限
し
て
い
た

と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
一
七
世
紀
に
ペ
ソ

ガ
ル
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
で
す
で
に
こ
の
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
際
の

理
由
と
し
て
、
織
工
が
貧
し
い
た
め
現
金
を
前
貸
し
て
も
規
定
の
品
質
の
綿

糸
を
購
入
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
。
捗

H
．
属
9
陣
ダ
、
、
℃
o
富
簿
獲
｝
三
①
ω
o
h
O
ρ
営
げ
巴
冨
煎
。
．
U
①
＜
9
0
℃
ヨ
。
暮
ぎ
些
①

国
0
8
0
ヨ
《
o
暁
ジ
含
σ
Q
げ
巴
H
巳
一
2
、
、
奪
§
翫
遷
曽
累
。
霜
Q
り
。
臨
①
ω
＜
o
捌
H
戸

窯
ρ
ρ
お
刈
跡
唱
や
丸
し
。
お
心
）
。
都
市
で
の
織
工
の
問
屋
湖
家
内
工
業
の
存
在

に
つ
い
て
さ
ら
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
著
者
は
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
資
本
の
影
響
を
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
が
、
貿
易
量
に
関
す
る
著
者
の
利
用
し
て
い
る
史
料
は
必
ず
し
も
そ

う
は
読
み
と
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
七
世
紀
後
半
～
一
八
世

紀
初
頭
の
べ
ソ
ガ
ル
か
ら
の
輸
出
の
約
二
分
の
一
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
手
中

に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
三
〇
頁
）
。
ま
た
ベ

ン
ガ
ル
で
の
製
糸
業
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
発
展
は
一
八
世
紀

後
半
以
降
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
の
影
響
も
簡
単
に
は
否
定
し
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
綿
織
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
単
純
協
業
は
、
一
六
世
紀
以
前

の
南
イ
ン
ド
の
証
文
に
み
え
る
親
方
－
徒
弟
制
度
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
東
海
岸
で
の
活
動
と
結

び
つ
け
る
説
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
　
（
深
沢
宏
、
　
上
掲
書
、
　
五
三
一
頁
を
参
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照
）
、
こ
の
点
も
今
後
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
他
に
、
著
者
が
依
拠
し
て
い
る
史
料
が
や
は
り
、
一
八
世
紀
末
～
一
九
世

紀
初
頭
の
も
の
が
多
い
た
め
、
　
一
八
世
紀
初
頭
以
後
ム
ガ
ル
帝
国
衰
退
期
に

経
済
的
に
は
持
続
的
発
展
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
今

後
の
研
究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
一
四
世
紀
初
頭
に
は
す
で
に
貢
租
金

納
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
北
イ
ン
ド
中
央
部
が
お
そ
ら
ぐ
戦
乱
等
々
の
影
響

で
、
一
八
世
紀
以
降
に
は
、
経
済
的
に
後
進
地
域
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
点
も
、
今
後
史
料
の
発
掘
を
行
い
つ
つ
研
究
を
深
め
ね
ば
な
ら
な
い
点
で

あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
問
屋
制
度
や
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
存
在
が
検
証
さ
れ
た
と

し
て
も
、
前
者
は
も
ち
ろ
ん
後
事
も
技
術
的
に
は
保
守
的
で
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
同
一
技
術
水
準
を
数
百
年
も
固
守
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
、
本

書
で
は
技
衛
的
側
面
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
今

後
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
植
民
地
時
代
に
イ
ン
ド
経
済
が
イ
ギ
リ

ス
の
支
配
に
よ
っ
て
い
か
な
る
影
響
を
う
け
、
そ
れ
に
い
か
に
対
癒
し
て
い

っ
た
の
か
を
具
体
的
に
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
私
な
り
に
疑
問
点
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
本
書
は
、
イ
ン

ド
前
近
代
の
商
エ
業
の
発
展
に
関
す
る
研
究
の
一
つ
の
総
合
の
試
み
で
あ
り
、

今
後
の
こ
の
方
面
の
研
究
に
と
っ
て
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
　
（
B
6
版
　
二
八
二
頁
　
一
九
七
～
年
寓
。
ω
。
9
く
．
．
Z
即
巳
霞
．
．
男
霞
σ
｝
ぢ
げ
ぎ
σ
q

　
湿
8
ω
ρ
O
o
二
戸
一
り
①
醤
再
導
⑦
暮
。
囲
○
ユ
。
簿
巴
ご
富
声
ε
お
）

　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
大
学
院
生
・
京

前
垂
信
次
・
加
藤
九
詐
共
編

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
事
盈
ハ
』

濱
　
田
　
正
　
美

　
世
の
中
に
は
久
し
い
以
前
か
ら
、
か
の
古
代
史
ブ
ー
ム
に
並
ん
で
、
シ
ル

ク
ロ
…
ド
あ
る
い
は
西
域
の
ブ
ー
ム
と
い
う
も
の
も
あ
る
ら
し
い
。
近
頃
は

益
々
隆
勢
の
よ
う
で
、
評
者
な
ど
は
あ
ま
り
手
に
取
る
こ
と
も
な
い
が
、
書

店
の
棚
に
は
、
　
「
シ
ル
ク
p
ー
ド
の
何
と
か
」
　
「
西
域
の
何
々
」
な
ど
と
題

す
る
本
が
常
に
見
ら
れ
る
し
、
旅
行
社
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
と
銘
う
っ
て
、

ソ
連
動
中
央
ア
ジ
ア
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
の
旅
行
を
売
り
出
し
て

い
る
と
い
う
。
思
う
に
こ
の
ブ
ー
ム
は
、
か
な
り
日
本
に
特
有
の
紅
藍
の
よ

う
で
、
詳
し
く
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ω
鵠
犀
H
o
欝
食
弓
。
簿
。
◎
○
冨
。
。
o
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
た
ま
た
本
家
本
元
の
ω
○
置
。
口
。
。
ヰ
霧
ω
o
p
に
し
て
も
、
日
本
語
の
絹
の
道

　
　
　
　
ひ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
い
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ほ
ど
に
は
、
広
く
知
ら
れ
た
単
語
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
現
象
を
、
ど
こ
か
で
大
道
と
繋
っ
て
い
る
こ
と
を
常
に
確
認
し
た
が
っ

て
い
る
辺
境
意
識
の
現
れ
、
と
喝
破
し
た
先
学
が
あ
る
と
灰
聞
し
た
が
、
こ

れ
は
大
い
に
正
鵠
を
射
て
い
る
か
も
し
れ
ぬ
。
が
何
は
と
も
あ
れ
、
中
央
ア

ジ
ア
に
対
す
る
関
心
が
一
般
に
広
く
存
在
す
る
ら
し
い
こ
と
は
、
そ
の
関
心

の
在
り
様
に
は
吟
味
が
必
要
だ
と
し
て
も
、
ま
ず
は
慶
賀
す
べ
き
こ
と
が
ら

で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
　
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
事
典
」
の
構
成
を
紹
介
す
る
と
、
護
雅
央
氏
の

「
シ
ル
ク
μ
ー
ド
と
東
西
文
化
の
交
流
」
林
良
一
氏
の
「
正
倉
院
ー
ー
シ
ル
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